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保育目標の具体化に向け、乳幼児の実態を踏まえた重点目標を設定しているか 〇

目標は地域の特性を生かしているか 〇

目標は社会の要請や保護者の願いを反映しているか 〇

目標は前年度の反省を生かしているか 〇

目標は全職員で検討しかつ共通理解を図っているか 〇

指導計画は乳幼児の実態に即して作成しているか 〇

保育所保育指針に基づく援助、支援を適切に行っているか 〇

環境の構成を意識した保育を行い過程を常に工夫しているか 〇

素材・用具を適切に活用しているか 〇

評価結果を基に、保育の改善に努めているか 〇

行事の種類や実施回数は適切か 〇

行事のねらいを計画や実施に十分生かしているか 〇

計画・実施・評価・改善の体制をとっているか 〇

職務内容が明確で協同できる体制になっているか 〇

職員の配置は適材適所か 〇

係や仕事の分担は適切か 〇

職員が全体的な立場を理解・協力し、園の運営に関わっているか 〇

会議や打ち合わせの回数、時間、内容は適切か 〇

年齢別・クラス目標は保育目標や重点目標に基づいて設定しているか 〇

年齢別・クラス目標は乳幼児の実態に即して短期的また長期的に設定しているか 〇

同年齢・異年齢児間の効果的な活動の充実を図っているか 〇

具体的な保健対策を講じているか 〇

避難訓練を計画に基づいて適切に実施しているか 〇

健康で安全な生活に必要な習慣などを育めるよう家庭への啓発を行っているか 〇

経営・組織

今年度は年度途中の入退園なども多い一年で

あったが、職員1人1人が自分の役割をよく理

解し担任を中心に職員全員で協力しながら1

年間を終えることができた。また担任会議の

時間の設定を見直すなど改善できる取り組み

を行った。保育では発達段階に合わせ様々な

経験を積み子どもたちの持つ力を延ばしてい

けるよう丁寧かつ柔軟な保育をどのクラスも

心がけ保護者からも感謝の声をいただけたこ

とを嬉しく思う。保健対策の面では午睡時の

安全管理などについて職員が改めて学び直し

ポスターなどを通じて家庭にも発信するな

ど、子どもたちが健康で安全な生活を送れる

よう家庭との協力の大切さを改めて感じた。

●保育の計画の編成と実施に関する評価　　　　　評価：A（大変よい）B（よい）C（一部検討を要する）D（改善を要する）

項目 内容
評価

取り組み状況・次年度へ向けて

保育目標

今年度はこどもの命を預かり守るという責任

の重さをあらためて職員全員で考え何かあっ

たときにどのように行動すればよいかを学ぶ

機会を多く設けた。10月からは病児保育（体

調不良児対応型）事業を開始し保育中の体調

不良に丁寧に対応できる体制を作った。

保育

年間計画、月間計画、週の計画を担任保育士

らが立案し、日々のこどもたちの様子に合わ

せ環境を工夫し臨機応変に保育を行うことが

できた。またICT化をすすめることで情報を

共有しやすい環境を整えることが出来たが、

新しいシステムに慣れるまで難しい面もあっ

た。ただ保護者のご協力のもとスムーズな移

行を行うことが出来た。

行事

行事は通常通り開催することができたがクリ

スマス会は体調不良での欠席者が多かったた

め翌週に保育参観という形で保護者に行事を

一緒に楽しみながら子どもの姿を見てもらう

機会を設けた。

●保育の計画と実施を支える諸条件に関する評価

保育方針

一人ひとりを認め大切にした保育と日課の充実を図る。

個々の心身や発達状態を把握し、丁寧に関わる。

基本的な生活習慣を身につけ、生活や遊びを通して豊かな感性を育む。

保育目標

優しく思いやりのある元気な子ども

遊びを通して仲間とともに育ちあえる子ども

のびのびと自分を表現できる子ども

2023年（令和5年）度 マリーピクシー保育園 自己評価

評価者　園長　中嶋三季

保育理念

こころゆたかにのびのび育つ

子ども同士で伸ばしあう力を最も大切に考え一人ひとりの心に寄り添い愛情豊かな環境の中で元気に心健やかに

子どもの成長を育みます。
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園内外の研修の計画や運営は適切か 〇

研修の成果を日常の保育に生かし乳幼児の育ちに反映させているか 〇

各種研修会などに積極的に参加し内容を園内に還元できているか 〇

乳幼児や保護者の個人情報を適切に取り扱っているか 〇

各書類は適切な方法で作成、発行、処理をしているか 〇

施設内外の安全点検を計画的に行っているか 〇

遊具・用具を活用しやすいように整理・保管をしているか 〇

避難訓練を計画に基づいて適切に実施しているか 〇

不審者等に対応する訓練や準備を行っているか 〇

経理 運営費や保護者から徴収する利用料を適切に管理しているか 〇

参観や懇談の機会を設定するなど保育への理解を促しているか 〇

乳幼児の興味や関心に基づいて地域社会と交流をしているか 〇

職員による育児に係る子育て相談は充実しているか 〇

医療機関や保健センターなどとの連携を図り必要な情報を提供しているか 〇

園だよりやホームページ等で園の情報を発信しているか 〇

保護者や地域の意見を施設運営に反映しているか 〇

第三者評価を導入し施設運営に反映しているか 〇

安全対策

危機管理

入園時に提出をお願いする書類等の書式を変

更し、より個人情報の取り扱いに配慮できる

よう努力した。施設内の安全点検は計画的に

行っているが事故防止のためには1人1人の職

員による日々の細やかな確認が不可欠である

と感じた。また今年度はじめて年1回の引き

渡し訓練を取り入れ、家庭とともに災害発生

時の対応を確認することができた。10月から

はビル外壁の改修工事があり年明けには裏庭

の人工芝を新しく敷き替え、より安全に外遊

びができる環境を整えることができた。

家庭・地域

との連携

ホームページのリニューアルにより園の方針

や保護者アンケートの結果などの情報も広く

公開できるよう改善を行った。子育て相談に

ついては看護師と協力しながら来年度はより

ニーズに合ったものへさらに発展させていき

たい。またたくさんの保護者の方々からいた

だいたご意見やご感想に今後もよりよい保育

を行えるよう職員全員で努力を行っていきた

いと思う。情報発信

外部評価

項目 内容
評価

取り組み状況・次年度へ向けて

研修

キャリアアップ研修の受講をすすめたり吹田

市の研修に積極的に参加を行うことができ

た。今後は研修受講者が園内により還元がで

きる体制を検討したい。


